
地域主体による交通手段の拡充の手引（案）について

１ 作成の目的

岡崎市地域公共交通計画の基本目標のひとつである「地域のニーズにあった地域主体の交通」を実現す

るため、地域の移動ニーズに対応した交通体系を構築し、多様な移動手段を地域が選択する取組を後押し

するための手引を作成し、地域主体による交通手段の拡充を図る。

２ 手引き（案）の概要（詳細は資料２別冊を参照）

・地域・事業者・行政の役割分担

→地域主体の交通を実現するには、地域住民・交通事業者・岡崎市がそれぞれの役割を果たし、互いに

連携して取り組むことが必要。

・地域内交通の法律上の位置づけ

→道路運送法に基づいて体系的に整理し、岡崎市の地域内交通は乗合事業を基本とする。

・検討から導入までの流れ

→地域内交通の実現のための段階を踏んだ取組と各段階に応じた支援を行う。

３ 発行時期

令和６年３月下旬（予定）

４ 発行部数

本編 50部・概要版 200 部

５ 配布先

地域協議会、学区総代会ほか

移動にお困りごとを感じたら、一緒に地域の交通を考える仲間を集め、

総代会等を通じ、岡崎市にご相談ください。

勉強会等を開催し、地域の交通を学びましょう。

【検討期間の目安：約１年】

地域の特性や移動ニーズ等から、地域課題を整理しましょう。

地域課題の解決のための交通手段について検討しましょう。

【検討期間の目安：約１～２年】

運行計画を作成し、実証運行を実施します。本格運行に向けた設定する

基準をもとに、評価・改善を重ね、持続可能な地域内交通について検討し

ましょう。

【検討期間の目安：約２～４年（内、実証運行：１～３年）】

実証運行の結果を踏まえ、運行計画を作成し、本格運行を実施します。

本格運行後も持続的に事業を実施するため、ＰＤＣＡサイクルを継続的に

実施しましょう。
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